
ガイストリッヒは、他の誰にも真似出来ない価値、
サービスをお客様に提供します。

Geistlich Bio-Oss®　ガイストリッヒ バイオオス

非吸収性骨補填材の特徴

骨補填材吸収は破骨細胞の活性化による
in vitro実験では、ガイストリッヒ バイオオス 周囲
の破骨細胞の活性がほとんど観察されず（図1）、
臨床的に吸収速度が遅いことを示しています 1。

ガイストリッヒ バイオオスがお届けする事実
➢  他の骨補填材と比較して（図2）ガイストリッヒ 
バイオオス表面の破骨細胞形成量は、少ない
（図1）。

➢  ガイストリッヒ バイオオスの吸収速度は遅く、骨
再生材料の安定性を向上させます 1。

➢  ガイストリッヒ バイオオスは、新生骨形成の安定
した足場となります 2-4。

図1： ガイストリッヒ バイオオスにヒト単球を
培養

ガイストリッヒ バイオオス上に破骨細胞のマーカー
であるTRAP陽性細胞（赤）が少数ではあるが観察
され、単球が破骨細胞に分化したことがわかる。し
かし、破骨細胞は少量で、ガイストリッヒ バイオオ
スは吸収が少ないと言える。青：細胞核染色　緑：
アクチン骨格染色

骨再生のエキスパートに関する情報は
当社Webページからもご覧いただけます。

私たちガイストリッヒは骨再生のエキスパートです
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ガイストリッヒ バイオオス
非吸収性骨再生用材料
S顆粒サイズ 0.25mm ‒ 1mm
L顆粒サイズ 1mm ‒ 2mm
医療機器承認番号：22300BZI00026000
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製品は当社E SHOPよりご購入頂
けます。
QRコードをお読み取り下さい。

図2：吸収性骨補填材にヒト単球を培養した場合の比較

3つの吸収性骨補填材上でヒト単球を培養した。培養液中にRANKL、M-CSF
およびTGF-β3を加え、破骨細胞分化に適した環境とした。培養後、細胞は、
ホルマリンにて固定し、透過処理を行い、TRAP（赤、酒石酸耐性酸ホスファ
ターゼ染色）、アクチン細胞骨格（緑、ファロイジン染色）および細胞核（青、
DAPI染色）それぞれを蛍光染色し観察した。
ガイストリッヒ バイオオス上に細胞は少なく（図2-1）、2つの合成材料（図
2-2, 3）と比較し破骨細胞の接着あるいは分化をガイストリッヒ バイオオスが
阻害する可能性が示唆された。これは、天然のガイストリッヒ バイオオス構造
により、単球が骨形成においてすでに十分な環境であると判断し、成熟した破
骨細胞に分化せず、新生骨を形成する骨芽細胞に良い環境を整えたと考えら
れる。

1：ガイストリッヒ バイオオス
2：合成ハイドロキシアパタイト
3： β-TCPおよびハイドロキシアパタイ
ト複合材料
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